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2018年 3月期 2Q 決算説明会Q＆A サマリ 

                                         2017 年 11 月 8 日時点 

【FY17 1H 業績について】 

Q 受注、売上の進捗状況について確認したい。 

A 受注については、2H の比重が大きい計画であるが、想定の範囲内と考えている。また、売上については、東南アジアや欧州にお

いて若干期ズレが発生しているが、2H でリカバリーできる範囲と考えている。 

 

Q 中東の受注環境について確認したい。 

A 昨年度の 1Q に非常に大きな受注があったため、昨年度と比較すると遅れているように見えるが、今年度の計画は下期に偏重し

ているため、計画されている案件を確実に獲得していきたい。しかしながら、原油価格の下落によって産油国の収支は厳しくなっ

ており、打開に向けた国家レベルでの動きが出てきているため、事業環境の変化が非常に速く、先行きの不透明さを感じている。 

 

Q 大口ジョブ、小口ジョブそれぞれの地域的な分布を確認したい。 

A 大口ジョブについては、過去にオーストラリア、中東、ロシア等で非常に大きな規模の実績がある。小口ジョブについては、各地域

満遍なく分布しているが、中国や北米はプロダクトビジネスの割合が比較的大きいため、他の地域に比べて小口ジョブの割合も

大きくなる傾向がある。 

 

【制御事業について】 

Q 新コンセプトである Synaptic Business Automation を通じた、競争優位性確立の道筋について確認したい。 

A 連続系のプロセスオートメーションを主軸とし、従来の制御・計測機器納入のみならず、お客様の工場やサプライチェーン全体の

生産性向上も行っていく。M&A も含めて規模の拡大を目指しながら、ビジネスの対象範囲を広げていく。 

 

Q Synaptic Business Automation を通じた取り組みが、業績にあたえる定量的な影響を確認したい。 

A 今までのようなお客様の投資判断ありきのアプローチではなく、お客様の課題を発掘する段階からアプローチしていくため、実績が

積み上がるまで一定の時間が掛かることや、お客様の課題に応じて提供するソリューションが異なることから、業績に対する影響を

定量的に説明することは、控えたい。 

 

Q 原油価格が 60 ドルを超えた場合の事業環境の変化を確認したい。 

A 60 ドルを超えれば、アップストリームを中心としたお客様の事業環境は変わると考えているが、自動車の EV 化や天然ガスへのエ

ネルギーシフトなど、石油の需給バランスについては不透明な要素が存在するため、お客様が投資を意思決定するまでは、一定

の時間が掛かると考えている。 

 

【FY17 業績予想について】 

Q 年間計画達成の確度について確認したい。 

A 売上については、高水準に積み上がっている受注残に鑑みて手応えを感じている。また、利益については、売上の伸長に加えて、

受注残の粗利率に鑑みた粗利の改善等により、達成可能と考えている。粗利率に効果をあたえるコストダウンが順調に進捗して

いる一方で、販管費側のコストダウンは遅れているため、着実に施策を実行していきたい。 

 

(注) 本資料で提供する情報のうち業績見通し及び事業計画等に関するものは、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基

づいています。従って、実際の業績は、様々な要因により、これらの見通しとは大きく異なる結果となりうることをご承知おきください。なお、内容につきましては、理解し

易いように部分的に加筆・修正しています。 
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